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皆さんの皆さんの　税税　　金金　はは

どのように使われた？どのように使われた？

決算特別委員会を開催決算特別委員会を開催 令和５年度決算の
注目事業を
ピックアップ！

　

県
と
市
町
村
が
共
同
し
て
滞
納
整
理
を
行
う
組
織
で

あ
る
岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
へ
の
負
担
金
。

Ｑ　

令
和
５
年
度
、
収
納
率
が
上
昇
し
て
い
る
要
因
は
。

Ａ　

 

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
県
の
滞
納
整
理
機
構
に
職

員
１
名
を
派
遣
し
た
こ
と
で
困
難
案
件
や
大
口
案

件
の
滞
納
整
理
が
進
み
、
滞
納
整
理
手
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整
理
機
構
負
担
金

　

（
５
万
円
）

収納課

　

来
庁
時
の
申
請
書
の
記
入
を
な
く
し
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
便
利
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

令
和
５
年
度
中
の
利
用
件
数
は
。

Ａ　

 

事
前
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
申
請
は
１
３
３

件
、
「
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
証
明

書
の
発
行
は
２
４
１
件
で
あ
る
。

Ｑ　

 

シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
額
が
５
２
８
万
円
で
あ
り
、

１
件
当
た
り
の
単
価
が
高
い
の
で
は
。

Ａ　

 

利
用
者
が
増
え
れ
ば
相
対
的
に
単
価
は
下
が
る
。

利
用
者
が
少
な
い
理
由
は
Ｐ
Ｒ
不
足
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
課
だ
け
で
導
入
し
て
い
る
「
か
ん
た

ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
」
を
他
の
課
と
連
携
し
、
利
用

範
囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
宣
伝
し
た
い
。

　

窓
口
業
務
改
革
事
業
（
５
２
８
万
円
）

都市
プロモーション課　

消
防
屯
所
の
建
設
な
ど
に
係
る
事
業
。
令
和
６
年
度

に
繰
り
越
し
て
屯
所
建
設
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

新
設
の
消
防
屯
所
の
ト
イ
レ
は
、
水
洗
ト
イ
レ
や

男
女
別
な
ど
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

新
設
の
屯
所
は
、
水
洗
ト
イ
レ
で
は
あ
る
が
男
女

別
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
市
内
で
は
、
機
能
別
分

団
の
さ
く
ら
隊
の
拠
点
で
あ
る
１
カ
所
が
男
女
別

と
な
っ
て
い
る
。
改
修
に
浄
化
槽
の
設
備
な
ど
が

必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
思
決
定
な

ど
手
順
を
踏
ま
え
て
予
算
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

消
防
屯
所
整
備
事
業

　

（
３
７
１
３
万
円　

う
ち
令
和
５
年
度
決
算
額
１
４
７
０
万
円
）

危機
管理課

　

ウ
エ
ス
タ
ン
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
き
た
か
み
（
北

上
陸
上
競
技
場
）
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟
第
１
種
公
認

更
新
に
係
る
改
修
な
ど
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

定
期
的
な
大
規
模
改
修
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
県
の

協
力
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　

 

国
の
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
を
利
用

で
き
、
当
市
の
場
合
、
交
付
税
措
置
と
し
て
元
利

償
還
金
の
30
％
が
基
準
財
政
需
要
額
に
参
入
さ
れ

　

北
上
陸
上
競
技
場
公
認
用
施
設
改
修
事
業

　

（
２
億
１
３
４
万
円
）

スポーツ
推進課

る
。
県
か
ら
の
助
成
な

ど
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
の
岩
手
県
と
北

上
市
の
政
策
協
議
に
お

い
て
、
財
政
支
援
を
要

望
し
て
い
る
が
、
当
面

実
現
で
き
な
い
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

＊各事業の決算額は１万円未満を四捨五入しています。

改修後の陸上競技場

　

第
２
９
７
回 

９
月
通
常
会
議　

９月通常会議では決算特別委員会を開催し、令和５年度の決算審査を行いました。

ここでは、審査の中で行われた注目事業の質疑をご紹介します。
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農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
の
た
め
親
元
へ
就
農
し

た
人
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

就
農
状
況
の
確
認
や
補
助
金
受
給
後
の
継
続
確
認

は
。

Ａ　

 

圃ほ
じ
ょ
う場

巡
回
を
行
い
、
親
元
で
の
就
農
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。
補
助
金
受
給
後
も
就
農
状
況
報
告
書

を
提
出
し
て
も
ら
い
状
況
確
認
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

親
元
就
農
支
援
事
業
（
２
４
５
万
円
）

農業
振興課

　

お
に
ま
る
号
や
岩
手
県
交
通
の
路
線
バ
ス
に
導
入
さ

れ
た
、
バ
ス
の
位
置
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
確
認
で

き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運
用
経
費
や
交

通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経
費
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
た
。

　

幹
線
交
通
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
（
１
０
６
１
万
円
）

都市再生
推進課 　

市
内
商
業
団
体
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な

ど
の
事
業
経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

令
和
６
年
度
に
繰
り
越
し
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
ど
の
く
ら
い
売
れ
た
か
。

Ａ　

 

事
業
の
実
施
期
間
を
確
保
す
る
た
め
に
令
和
６
年

度
に
繰
り
越
し
て
事
業
を
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
と
利
用
状
況
は
、
販

売
分
の
２
０
０
０
セ
ッ
ト
が
即
日
完
売
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
が
利
用
さ
れ
た
。

　

に
ぎ
わ
い
回
復
事
業
実
施
補
助
金

　

（
１
０
５
０
万
円　

う
ち
令
和
５
年
度
決
算
額
３
５
０
万
円
）

商業
観光課

Ｑ　

 

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
利
用
人
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

Ａ　

 

利
用
人
数
は
確
認
で

き
な
い
が
、
岩
手
県

交
通
北
上
花
巻
管
内

の
運
賃
の
支
払
額
の

う
ち
、
51
％
が
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
支

払
わ
れ
て
い
る
。

　

市
と
民
間
児
童
発
達
支
援
事
業
所
で
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
（
＊
）
を
活
用
し
た
北
上
市
子
ど
も
療
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
運
用
を
開
始
し
た
。

Ｑ　

 

保
護
者
が
療
育
相
談
を
す
る
と
き
に
北
上
市
子
ど

も
療
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
か
。

　

障
が
い
児
発
達
地
域
支
援
事
業
（
２
３
９
万
円
）

こども
家庭

センターＡ　

 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

で
療
育
相
談
を
受
け
る

場
合
、
保
護
者
の
希
望

を
聞
き
な
が
ら
、
民
間

児
童
発
達
支
援
事
業
所

へ
見
学
の
予
約
を
行
う

仕
組
み
で
あ
る
た
め
、

保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト

は
不
要
で
あ
る
。

　

移
動
診
療
車
に
看
護
師
が
同
乗
し
、
患
者
宅
を
訪
問
。

車
内
で
看
護
師
支
援
の
下
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
っ

た
。

Ｑ　

 

診
療
件
数
が
少
な
い
が
、
見
込
み
と
比
べ
て
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
利
用
者
の
評
価
は
。

Ａ　

 

移
動
診
療
車
の
納
車
が
遅
れ
、
定
期
の
対
面
受
診

を
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
に
切
り
替
え
る
と

初
回
の
受
診
が
年
度
末
に
な
っ
た
患
者
も
い
た
た

め
、
診
療
件
数
は
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
。
利

用
者
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
る
。

Ｑ　

実
績
か
ら
今
後
の
事
業
を
ど
う
す
る
か
の
検
討
は
。

Ａ　

 

参
加
医
療
機
関
か
ら
課
題
を
聞
い
て
い
る
ほ
か
、

薬
の
受
け
渡
し
が
一
番
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

３
カ
月
に
一
度
の
運
営
会
議
（
＊
）
で
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
推
進
事
業

　

（
４
２
３
１
万
円
）

健康
づくり課

　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
社
会
参
加
に
向
け
て
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
＊
）
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
誰
も
が
利
用

で
き
る
常
設
の
居
場
所
の
開
設
な
ど
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
の
全
体

像
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　

 

全
体
像
の
把
握
は
非
常
に
難
し
い
が
、
自
由
に
過

ご
せ
る
居
場
所
を
開
設
し
、
年
々
利
用
者
は
増
え

て
い
る
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
り
接
触
し
て
い
る

人
も
増
え
て
い
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
（
２
０
３
４
万
円
）

障がい
福祉課

＊ 

運
営
会
議
…
参
加
医
療
機
関
、
薬
剤
師
会
、
市
で
構
成
さ
れ
る
会
議
。

＊ 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
…
支
援
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
届
い
て
い
な
い
人

に
対
し
、
行
政
や
支
援
機
関
な
ど
が
積
極
的
に
働
き
か
け
て
情
報
・
支
援

を
届
け
る
プ
ロ
セ
ス
。

＊ 

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取

り
な
ど
を
行
え
る
も
の
。
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令和５年度決算を
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歳入

473億4,461万円

歳出

461億7,719万円

【市税 44.0％】

（市民の皆さんや市内の

 事業所が納めた税金）

208億2,275万円

【国・県支出金 24.2％】
（国や県が必要だと認めた
事業に配分されたお金）

114億3,403万円

【市債 5.9％】
（借金）28億1,000万円

【譲与税・交付金 12.0％】
（国から配分されたお金）

57億26万円

【その他 13.9％】

65億7,757万円

【民生費 33.9％】

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

156億5,670万円 

【総務費 14.8％】
（地域づくりの支援など）

68億2,161万円

【教育費 13.3％】
（学校の整備、運営）

61億3,712万円

【土木費 10.2％】
（道路や公園の整備）47億2,156万円

【公債費 7.9％】
（借金の返済）36億3,678万円

【その他 19.9％】

92億342万円

一般会計

特別会計

下水道事業会計

特別会計名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険 70億2,617万円 70億1,670万円 947万円

後期高齢者医療 17億6,391万円 17億6,049万円 342万円

介護保険 85億5,103万円 85億2,236万円 2,867万円

工業団地事業 19億8,960万円 19億4,283万円 4,677万円

駐車場事業 1億3,287万円 9,666万円 3,621万円

宅地造成事業 1,447万円 1,394万円 53万円

電気事業 1億6,468万円 1億6,468万円 0万円

合　計 196億4,273万円 195億1,766万円 1億2,507万円

営業収益

（Ａ）

営業費用

（Ｂ）

営業損益

（Ａ－Ｂ…Ｃ）

営業外収益

（Ｄ）

営業外費用

（Ｅ）

経常収益

（Ｃ＋Ｄ－Ｅ）

16 億 4,821 万円 24 億 1,479 万円 △ 7億 6,658 万円 10 億 7,930 万円 2億 6,676 万円 4,596万円

〈主な事業〉

＊表中の金額は１万円未満を四捨五入していますので、合計が一致しない場合があります。

　９月通常会議では、議長を除く 25 人の議員で構成する決算特別委員会を組織し、

令和５年度決算の審査を行いました。市の事業に使われた費用や成果をチェックし、

無駄のない行政運営が行われているかを審査しました。

前年度より

歳入は約７．８億円の減

令和５年度は土地の貸付件数

が増えたものの、土地の売り

払いがなかったことが減額の

主な要因。

全 て の 会 計 で 健 全 財 政 を 維 持

【民生費】

障がい者介護給付等事業
　 障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービスに
対して給付費などを支給

  17 億 844 万円

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急
支援給付金
　 電気・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を
踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯に
対して、１世帯当たり５万円を給付

   9 億 7,012 万円
　（うち令和５年度決算 9 億 5,186 万円）

施設型給付費等負担金
　 私立の幼稚園・認定こども園、市外公立の幼稚園・

保育所・認定こども園における保育に係る給付費

  10 億 9,130 万円　　　　　　　
など

【教育費】

統合北上中学校建設事業

　 東陵中学校の北上中学校への統合整備事業

   3 億 1,490 万円
　（うち令和５年度決算 2 億 3,843 万円）

北上陸上競技場公認用施設改修事業
　 ウエスタンデジタルスタジアムきたかみ（北上陸
上競技場）の日本陸上競技連盟第１種公認更新に
係る改修事業

   2 億 134 万円
など
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賛成討論 反対討論
一般会計、国民健康保険特別会計の決算に反対

　　　　　　　　　　　　　　　　安德　壽美子　議員

　令和５年度は、国によるコロナ対応、物価高騰対策が

行われたものの、物価上昇に賃上げが追いつかず生活悪

化が広がった。一方、一般会計決算の単年度実質収支は

３億５千万円余りの黒字であり、住民の生活応援、生業

支援が求められた。子ども医療費助成において 18 歳ま

での所得制限を撤廃したことは評価するが、学校給食費

無償化、ごみ袋価格の引き下げは未実施。商業・中小事

業者・農畜産業の振興施策も不十分であった。国保特別

会計は、国保税が高額で法定減免を受けている世帯のう

ち滞納割合は5.67％。支払える国保税に引き下げるべき。

Ｒ６年５月末

R5年度会計
出納閉鎖※

R5年度会計
決算審査

R7年度会計
予算審査

R7年度会計
予算編成

Ｒ６年 10 月～ Ｒ７年２月

議会は、 市のお金の使い方をチェック。

問題点や課題を整理し、 市に意見を述べます。

市は、 議会からの意見も考慮

した上で、 予算を編成します。

決算書調製

Ｒ６年９月

※�１つの会計年度のお金の出し

入れは、 ４月１日から翌年５

月31日までで完結します。

決算審査は何のために行うの？

市の事業の進め方や、お金の使い方が適切に行われていたかをチェックするために行います。

議案番号 案件名

認定第１号  令和５年度北上市一般会計歳入歳出決算の認定について（→詳細はＰ２～５参照）

認定第２号  令和５年度北上市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について（→詳細はＰ４～５参照）

議案第 28 号  北上市国民健康保険条例等の一部を改正する条例

請願第３号  北上市の小中学校等の学校給食費無償化を求める請願（→詳細はＰ６参照）

請願第４号
  社会保障制度の整備、子育て施策、ふるさと振興の推進等のための地方財政の充実・強化を求める

請願（→詳細はＰ６参照）

第 297 回９月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

千
田　

優
子

白
鳥　

顕
志

八
重
樫
民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

認定第１号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

認定第２号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

議案第 28 号 19 6 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

請願第３号 17 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

請願第４号 12 13 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

＊ 

付
帯
意
見
…
委
員
会
が
議
案
を
可
決
（
認
定
）
し
た
際
に
、
そ
の
委

員
会
の
意
思
（
要
望
や
留
意
事
項
）
を
表
明
す
る
も
の
。
拘
束
力
は

な
い
が
、
市
当
局
は
付
帯
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　 　採決の結果、一般会計、国民健康保険

特別会計の２件の決算を賛成多数で、他

７件の決算を全会一致で可決しました。

また、決算特別委員会で次の付帯意見を

付けました。

〈決算特別委員会 付帯意見（＊）〉

　 『モバイルクリニック推進事業』について

　 　委員会審査において、実証実験の課題を解決しないまま本格ス

タートしたこと、利用状況を的確に把握できていないことが明らか

となった。当局はこの事業に対する意識を改め、必要性や費用対効

果の部分を特に考慮し、根本的な見直しをするべきである。

注目

質疑を通じて、不要なものや非効率なものを明らかにしていきます。また、決算審査は、予算の

使い方をより一層適切で効率的なものにするために重要な役割を担っています。

全ての決算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　高橋　晃大　議員

　一般会計の財政状況は、前年度と比べ財政力指

数が上昇しており、歳入歳出差引額も黒字決算と

なっている。令和５年度は乳幼児医療費の完全無

償化やスマート農業機械および農業用機械の共同

購入に対する支援、企業進出に対応する北部産業

業務団地整備など、総合計画に沿ってさまざまな

事業が実施され、監査委員からは「予算の執行状

況は法令および議会の議決趣旨に添い適正に執行

された」と報告があった。当市議会の審査でも同

様の結果の報告であり、決算の認定に賛成である。
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北
上
市
の
小
中
学
校
等
の
学
校
給
食
費
無

償
化
を
求
め
る
請
願

　

子
ど
も
た
ち
が
給
食
費
を
心
配
す
る
こ
と

な
く
給
食
が
食
べ
ら
れ
、
安
心
し
て
学
校
に

通
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校

を
含
む
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
無
償

化
を
求
め
る
も
の
。

【
請
願
に
対
し
て
反
対
討
論
】

佐
藤　

惠
子　

議
員

　

子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
早
急
に
法
整

備
お
よ
び
支
援
の
実
現
を
国
に
要
望
す
る
べ

き
で
あ
る
。
現
時
点
で
市
に
無
償
化
を
求
め

る
こ
と
は
、
市
の
負
担
額
が
大
き
く
、
慎
重

に
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
反
対
で
あ
る
。

【
請
願
に
対
し
て
賛
成
討
論
】

千
田　

優
子　

議
員

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
は
増
大
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
成
長
と
健
康
を
守
り
、
食

育
の
教
材
で
も
あ
る
給
食
は
本
来
公
費
で
守

ら
れ
る
べ
き
。
必
要
と
な
る
４
億
円
近
い
予

算
は
、
当
市
の
黒
字
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
活

用
で
確
保
が
可
能
と
考
え
る
。
市
と
し
て
速

や
か
に
議
論
す
べ
き
と
考
え
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

請願

北
上
市
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
条
例

　

展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
観
光
物
産
拠
点

の
機
能
を
担
う
公
の
施
設
と
位
置
付
け
、
来

訪
者
の
利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
交
流
促
進
と

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
指
定

管
理
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

事
業
者
の
経
営
努
力
が
不
十
分
な
も
の

に
な
ら
な
い
か
。

Ａ　

 

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
も
飲

食
な
ど
の
収
益
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
事
業
収
益
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

非
収
益
施
設
の
維
持
管
理
が
指
定
管
理

料
の
対
象
と
な
り
、
年
間
を
通
し
て
安

定
的
な
経
営
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

北
上
市
公

お
お
や
け

の
施
設
の
使
用
料
等
減
免
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

北
上
市
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
条
例
の
制

定
に
伴
い
、
北
上
市
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
駐
車
場
お
よ
び
園
地
を
使
用
料
の
減
免
対

象
と
な
る
公
の
施
設
に
追
加
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

ど
の
よ
う
な
利
用
を
減
免
対
象
と
想
定

し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

 

北
上
市
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
条
例
を

制
定
す
る
に
あ
た
り
、
使
用
料
な
ど
の

規
定
を
す
る
の
は
駐
車
場
と
園
地
の
部

分
と
し
て
い
る
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
地

域
住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
使
用

す
る
場
合
に
減
免
の
対
象
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

以
上
を
含
め
、
提
案
さ
れ
た
10
件
の
条
例

の
う
ち
９
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、
ま
た
、

「
北
上
市
国
民
健
康
保
険
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

条例

　

社
会
保
障
制
度
の
整
備
、
子
育
て
施
策
、

ふ
る
さ
と
振
興
の
推
進
等
の
た
め
の
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
請
願

　

社
会
保
障
制
度
、
子
育
て
施
策
、
ふ
る
さ

と
振
興
な
ど
の
施
策
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
の
確
実
な
行
政
運
営
の
推
進
に
向
け
、

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
図
る
よ
う
国
に

対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

【
請
願
に
対
し
て
賛
成
討
論
】

白
鳥　

顕
志　

議
員

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
制

度
の
整
備
、
人
口
減
少
下
の
ふ
る
さ
と
振
興
、

物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
国
策
推
進
に
は
地
方

公
共
団
体
の
確
実
な
行
政
運
営
が
不
可
欠
。

そ
の
基
盤
と
な
る
地
方
公
務
員
の
人
材
確
保

を
含
め
、
地
方
財
政
の
充
実
強
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

【
請
願
に
対
し
て
反
対
討
論
】

小
原　

享
子　

議
員

　

地
方
財
政
の
充
実
の
た
め
の
財
源
の
考
え

方
お
よ
び
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
を
目

指
す
当
市
か
ら
意
見
書
を
出
す
必
要
性
に
疑

問
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
で

あ
り
反
対
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

ユーチューブ
「９月通常会議」

【北上市展勝地レストハウス条例施行後イメージ】

《 

北
上
市
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

》

交
流
の
促
進
と
地
域
産
業
振
興
を
図
る

　

観
光
物
産
拠
点
の
機
能
を
担
う
施
設
へ

学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
請
願
を
採
択
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令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

子
ど
も
の
遊
び
場
事
業
（
２
１
３
万
１
千
円
）

Ｑ　

 

備
品
購
入
費
の
内
容
は
。

Ａ　

 

ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
の
「
な
み
な
み
パ
ー
ク
」
に
遊
具
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
２
社
か
ら
「
ぜ
ひ
子
ど

も
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
寄
付
を
い
た
だ
い

た
た
め
、
そ
れ
を
財
源
に
し
て
導
入
す
る
も
の
。

さ
く
ら
ホ
ー
ル
井
戸
掘
削
事
業
（
９
１
０
６
万
１
千
円
）

Ｑ　

施
設
改
修
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

 

さ
く
ら
ホ
ー
ル
の
冷
暖
房
は
３
本
の
井
戸
か
ら
地
下

水
を
く
み
上
げ
て
空
調
に
使
っ
て
い
る
が
、
３
本
と

も
く
み
上
げ
水
量
が
落
ち
て
い
る
た
め
、
井
戸
を
新

し
く
１
本
掘
る
も
の
で
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

補正
予算

《 

ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
》

な
みみ
な
みみ
パ
ー
ク
に

 
新
し
い
遊
具
を
設
置

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

ユーチューブ

「髙橋議員」

子どもにとって最
善の利益は何なの
か考えてほしい

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

ユーチューブ

「藤原議員」

大学設置は市民に
理解を得ることが
大事ではないか！① 

大
学
設
置
構
想
策
定
に
つ
い
て

今回の質問　大学設置基本構想策定　大学設置基本構想策定
　　　　　　　　　における課題は！　　　　　　　　　における課題は！

Ｑ　

 

大
学
設
置
が
ま
ち
の
課
題
解
決
の
た
め
に
有

効
な
手
段
で
あ
る
根
拠
は
。

Ａ　

 

基
本
調
査
の
結
果
か
ら
、当
市
が
抱
え
る
「
事

業
者
が
求
め
る
人
材
不
足
」「
ま
ち
な
か
を

中
心
と
し
た
失
わ
れ
た
活
気
」「
若
年
層
の

流
出
抑
制
」
と
い
っ
た
課
題
解
決
に
、
大
学

設
置
が
有
効
手
段
の
１
つ
と
な
り
う
る
と
整

理
し
た
。

Ｑ　

安
定
的
な
学
生
確
保
の
見
込
み
は
。

Ａ　

 

市
立
大
学
は
私
立
大
学
と
比
べ
て
、
学
費
の

安
価
さ
か
ら
生
じ
る
優
位
性
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
市
は
東
北
新
幹
線
や
東
北
本
線
を

①  

江
釣
子
地
区
へ
の
認
定
こ
ど
も
園
新
設
と
公
立
３

園
の
閉
園
に
つ
い
て

② 

畜
産
農
家
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て

③ 

自
衛
隊
へ
紙
媒
体
で
の
名
簿
提
供
に
つ
い
て

今回の質問　江釣子地区の公立３園　江釣子地区の公立３園
　　　　　閉園について不安の対応を　　　　　閉園について不安の対応を

Ｑ　

 

新
設
計
画
中
の
江
釣
子
地
区
の
認
定
こ
ど
も

園
に
は
ホ
ー
ル
が
な
く
、
ま
た
、
運
営
す
る

民
間
事
業
者
で
は
過
去
に
不
適
切
保
育
の
報

道
が
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
住
民
説
明
会
で
不
安
の

声
が
上
が
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
評
価
は
。

Ａ　

 

説
明
会
で
は
質
疑
応
答
に
よ
り
疑
問
点
の
解

消
に
努
め
た
が
、
新
設
園
へ
の
不
安
、
公
立

園
の
閉
園
時
期
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
丁

寧
な
説
明
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

公
立
３
園
の
閉
園
延
期
は
あ
り
え
る
の
か
。

利
用
し
た
通
学

も
可
能
で
あ
り
、

安
定
的
な
学
生

確
保
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

Ａ　

 

よ
り
多
く
の

保
護
者
の
意

見
を
確
認
し

な
が
ら
閉
園

時
期
を
検
討

し
て
い
く
。

ｈｏＫｋｏの 「なみなみパーク」

一
般
質
問
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佐
さ と う

藤 惠
け い こ

子 議員

ユーチューブ

「佐藤議員」

定数と委嘱数が同
数になることを願
います

八
や え が し

重樫 民
たみのり

德 議員

ユーチューブ

「八重樫議員」

子どもたちに安全
安心な学びの環境
が必要です

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

ユーチューブ

「高橋議員」

黒沢尻東地区内に
風水害避難所が無
いのはおかしい① 

統
合
北
上
中
学
校
新
校
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

② 

北
上
市
立
大
学
設
置
構
想
に
つ
い
て

③  （
仮
称
）
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
研
究
調
査
室
の
設
置
の
検
討

に
つ
い
て

今回の質問　統合北上中学校は　統合北上中学校は
　　　　　風水害避難所になるのか　　　　　風水害避難所になるのか

Ｑ　

 

本
年
８
月
の
台
風
５
号
接
近
に
伴
い
、
警
戒

レ
ベ
ル
３
高
齢
者
等
避
難
が
発
令
さ
れ
た
が
、

避
難
場
所
と
し
て
北
上
中
学
校
が
除
か
れ
て

い
る
理
由
は
。
ま
た
、
統
合
北
上
中
学
校
建

設
後
は
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

 

現
北
上
中
学
校
は
震
災
時
の
第
２
次
避
難
所

に
指
定
し
て
い
る
が
、
風
水
害
時
の
避
難
所

に
は
指
定
し
て
い
な
い
。
統
合
北
上
中
学
校

に
お
い
て
も
震
災
時
の
第
２
次
避
難
所
と
し

て
指
定
す
る
予
定
だ
が
、
風
水
害
時
の
避
難

所
に
は
指
定
す
る
予
定
は
な
い
。

①  

東
桜
小
学
校
の
教
育
環
境
と
閉
校
４
小
学
校
の
管

理
と
活
用
に
つ
い
て

② 

展
勝
地
陣
ケ
丘
内
の
民
有
地
の
扱
い
に
つ
い
て

今回の質問　小学校の土ぼこり対策と　小学校の土ぼこり対策と
　　　　　非常時の安全な避難対策を　　　　　非常時の安全な避難対策を

Ｑ　

 

開
校
２
年
目
の
東
桜
小
学
校
で
は
、
強
風
時

の
土
ぼ
こ
り
が
子
ど
も
た
ち
の
屋
外
活
動
や

近
隣
の
民
家
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。
ま

た
地
震
や
火
災
、
不
審
者
侵
入
時
の
避
難
経

路
確
保
な
ど
の
対
策
も
不
十
分
に
感
じ
ら
れ

る
。
速
や
か
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ　
 

土
ぼ
こ
り
対
策
は
他
校
で
の
実
施
例
を
参
考

に
、
来
年
度
の
施
工
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
。
避
難
経
路
は
避
難
階
段
を
基
本
と
し
て

① 
 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
成
り
手
不
足
の
対
策
に
つ

い
て

② 

結
婚
へ
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

今回の質問　民生委員児童委員の　民生委員児童委員の
　　　　　　　成り手不足対策は　　　　　　　成り手不足対策は

Ｑ　

 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
成
り
手
不
足
対
策
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

活
動
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
や
「
保
育
所
入

所
の
た
め
の
証
明
」
、
あ
ん
し
ん
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
＊
）
に
お
い
て
有
事
の
際
に
駆
け
付

け
る
役
割
で
あ
る
「
協
力
員
」
を
担
当
業
務

か
ら
除
い
た
。
ま
た
、
北
上
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
活
動
を
分
か
り
や

＊ 

あ
ん
し
ん
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
…
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
緊

急
時
を
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム

す
く
解
説
し
、

市
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
民

生
委
員
児
童

委
員
に
配
布

し
た
。

お
り
、
他
の

課
題
も
事
故

に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
学

校
と
連
携
し

て
取
り
組
ん

で
い
く
。

東桜小学校
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千
ち だ

田 優
ゆ う こ

子 議員

ユーチューブ

「千田議員」

市民一人ひとりが
持てる力を輝かせ
られる北上に

太
お お た

田　洋
よういち

市 議員

ユーチューブ

「太田議員」

民生・児童委員の
処遇改善と活動量
の負担を軽減せよ

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

ユーチューブ

「安德議員」

認知症かな？と気
になったら気づき
チェックリストを

今回の質問　民生委員・児童委員の欠員が　民生委員・児童委員の欠員が
　　　　　　　　　　埋まりません！　　　　　　　　　　埋まりません！ ① 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

Ｑ　

 

成
り
手
不
足
の
背
景
は
。

Ａ　

 

委
員
の
高
齢
化
が
一
因
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
区
長
制
度
廃
止
に
伴
い
地
域
の
情
報
を

把
握
し
て
い
る
委
員
が
頼
り
に
さ
れ
、
活
動

量
が
増
え
た
と
の
声
も
あ
る
。
自
治
会
に
入

ら
な
い
世
帯
が
増
え
、
担
い
手
が
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
も
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　

 
２
０
２
２
年
の
改
選
か
ら
委
員
の
欠
員
が
埋

ま
ら
な
い
地
域
が
あ
る
。
欠
員
解
消
の
施
策

と
し
て
行
っ
た
こ
と
は
。

Ａ　

 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
欠
員
地
区
の
委
員

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し
た
が
、
申
し

込
み
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
担
い
手
不
足
の

今回の質問　市民活動推進と　市民活動推進と
　　　　地域おこし協力隊の活用は　　　　地域おこし協力隊の活用は ① 

市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

② 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ　

 

市
民
活
動
推
進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
＊
）
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　

 

市
民
活
動
情
報
セ
ン
タ
ー
が
相
互
に
相
談
・

交
流
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
を

担
え
る
よ
う
、
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
も

一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

 

令
和
２
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
が
な
い
が
、
活
用
の
検
討
や
方
向
性
は
。

Ａ　

 

関
係
団
体
か
ら
定
住
・
定
着
も
含
め
た
計
画

作
り
が
難
し
い
と
の
声
も
あ
る
た
め
、
隊
員

活
動
終
了
後
の
二
地
域
居
住
や
ダ
ブ
ル
ワ
ー

ク
な
ど
も
想
定
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

今回の質問　認知症の早期発見と診断で　認知症の早期発見と診断で
　　　　　　　個性や尊厳の保障を！　　　　　　　個性や尊厳の保障を！ ① 

高
齢
者
福
祉
施
策
の
拡
充
に
つ
い
て

② 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

③ 

統
合
北
上
中
学
校
建
設
入
札
不
調
に
つ
い
て

Ｑ　

 

認
知
症
は
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
５

人
に
１
人
、
約
７
０
０
万
人
に
上
る
と
見
込

ま
れ
、
早
期
発
見
、
診
断
、
対
応
が
重
要
で

あ
る
。
高
齢
者
が
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

た
め
の
「
認
知
症
気
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
活
用
し
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

Ａ　

 

看
護
師
に
よ
る
「
お
元
気
訪
問
」
で
、
様
子

が
気
に
な
る
人
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
ぎ
、
認
知
症
の
疑
い
が
あ
れ
ば
医
療

機
関
の
受
診
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
９
月

に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
「
脳
の
健

康
測
定
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
導
入
は
今

後
検
討
し
て
い

く
。

対
策
を
進
め

な
が
ら
、
欠

員
地
区
の
解

消
に
努
め
た

い
。

地域おこし協力隊 OG が代表
を務める「北上巣箱」の滝ツアー

＊ 

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
情
報
共
有
や
連
携
を
行
う
た
め
の
基
盤
と

な
る
環
境
。
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高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 議員

ユーチューブ

「高橋議員」

新たな財源確保策
を導入し、更なる
誘客を目指すべき

三
み や け

宅 靖
やすし

 議員

ユーチューブ

「三宅議員」

人口減少に伴う自
治会の統合等も想
定しておかないと

齊
さいとう

藤 金
かねひろ

浩 議員

ユーチューブ

「齊藤議員」

子どもたちには安
全安心な北上産の
お米を！

①  

自
治
会
等
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

② 

監
査
の
活
用
に
つ
い
て

今回の質問
　自治会（町内会）等への支援策は　自治会（町内会）等への支援策は

Ｑ　

 

自
治
会
等
は
加
入
率
の
低
下
や
役
員
の
成
り

手
不
足
の
状
況
が
あ
る
が
、
支
援
策
は
。

Ａ　

 

転
入
者
向
け
に
加
入
促
進
チ
ラ
シ
と
、
自
治

会
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
年
度
内
に
作
成
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
役
員
負
担
軽
減
策
と

し
て
の
地
域
内
情
報
共
有
ア
プ
リ
な
ど
の
活

用
に
つ
い
て
、
事
例
研
究
し
、
試
験
導
入
の

検
討
を
行
う
。
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
、
会
費
徴

収
機
能
、
地
域
内
ク
ー
ポ
ン
機
能
な
ど
、
三

宅
議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
必
要
な
機
能
を

盛
り
込
ん
で
地
元
企
業
と
の
共
同
開
発
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
も
良
い
と
考
え
る
。

①  

学
校
給
食
の
米
の
入
札
に
係
る
基
本
方
針
に
つ
い

て

②  

国
道
４
号
線
北
工
業
団
地
入
り
口
か
ら
の
４
車
線

化
に
伴
う
中
央
分
離
帯
の
区
切
り
等
に
つ
い
て

今回の質問　学校給食は安ければ良い　学校給食は安ければ良い
　　　　　　　　というものではない　　　　　　　　というものではない

Ｑ　

 

学
校
給
食
の
米
の
入
札
の
基
本
方
針
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

令
和
２
年
度
の
学
校
給
食
公
会
計
化
の
実
施

に
伴
い
、
給
食
物
資
納
入
に
つ
い
て
公
平
な

価
格
競
争
、
地
場
産
品
の
利
用
促
進
、
参
加

事
業
者
の
拡
大
を
目
的
に
要
領
を
定
め
て
い

る
。
直
近
生
産
の
「
北
上
産
ひ
と
め
ぼ
れ
」

を
指
定
し
て
い
る
と
と
も
に
、
一
等
米
で
あ

る
こ
と
、
精
米
年
月
日
を
納
品
書
に
記
載
す

る
こ
と
を
納
品
の
条
件
と
し
、
生
産
者
ご
と

①  

道
路
整
備
に
つ
い
て

② 

宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て

今回の質問
　宿泊税の導入の考えは　宿泊税の導入の考えは

Ｑ　

 

宿
泊
税
を
導
入
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
振

興
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
導
入
を
検

討
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

先
行
事
例
で
は
、
交
通
対
策
な
ど
の
観
光
客

の
受
入
環
境
整
備
や
、
誘
客
促
進
・
魅
力
発

信
事
業
な
ど
、
主
に
観
光
振
興
を
目
的
に
宿

泊
税
を
活
用
し
て
い
る
。
当
市
で
は
新
た
な

ホ
テ
ル
建
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
宿
泊
者
の

増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
見

通
し
を
考
慮
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
振

興
の
両
面
か
ら

宿
泊
税
の
導
入

に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。

の
栽
培
管
理

記
録
簿
の
提

出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し

て
い
る
。

学校給食の例

地域内情報共有アプリの例
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熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

ユーチューブ

「熊谷議員」

避難所のトイレ環
境、今の体制で本
当に充分かな？

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

ユーチューブ

「小原議員」

皆が個性ある一人
として尊重される
社会にしたいなー

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

ユーチューブ

「平野議員」

子どもたちがのび
のびと育つ保育環
境を考えるべき①  

保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

② 

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

③ 

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
の
促
進
に
つ
い
て

今回の質問　江釣子地区認定こども園新設計画と　江釣子地区認定こども園新設計画と
　　　　　　　公立園閉園は見直しを　　　　　　　公立園閉園は見直しを

Ｑ　

 

民
間
企
業
の
認
定
こ
ど
も
園
の
進
出
に
つ
い

て
、
市
の
関
与
と
責
任
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

施
設
の
設
置
認
可
は
県
で
あ
る
た
め
、
市
で

は
設
置
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
、
県

か
ら
意
見
の
求
め
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る
。

①  

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

②  

認
知
症
の
方
の
尊
厳
を
守
る
地
域
社
会
の
構
築
に

つ
い
て

③  

Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

今回の質問　認知症の方の尊厳を守る　認知症の方の尊厳を守る
　　　　　　　ケア技法の普及を！　　　　　　　ケア技法の普及を！

Ｑ　

 

認
知
症
の
方
の
尊
厳
を
守
る
ケ
ア
技
法
で
あ

る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
は
「
人
間
ら
し

く
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の

造
語
で
あ
る
。「
あ
な
た
を
大
事
に
思
っ
て

い
る
」こ
と
を「
見
る
」「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立

つ
」
の
４
つ
の
柱
で
、
相
手
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
届
け
る
ケ
ア
技
法
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
」
の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

 

新
し
い
ケ
ア
技
法
で
あ
り
、
過
去
に
独
自
で

研
修
に
取
り
組
ん
だ
介
護
施
設
も
あ
る
。
今

後
も
普
及
に
向
け
て
の
調
査
研
究
を
進
め
て

い
く
。

①  

災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
改
善
策
に
つ
い
て

②  

お
墓
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

③ 

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
に
つ
い
て

今回の質問
　災害時の避難所環境の改善策を！　災害時の避難所環境の改善策を！

Ｑ　

 

国
は
防
災
基
本
計
画
の
修
正
を
決
定
し
、
避

難
所
環
境
改
善
と
し
て
、
ト
イ
レ
カ
ー
や
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
活
用
・
整
備
が
明
示
さ

れ
た
。
災
害
時
の
保
健
衛
生
環
境
の
整
備
に

向
け
た
今
後
の
考
え
は
。

Ａ　

 

避
難
所
開
設
時
に
施
設
内
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
い
場
合
、
備
蓄
の
簡
易
ト
イ
レ
を
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
設
置
し
、
そ
の

後
に
仮
設
ト
イ
レ
を
調
達
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
よ
り
快
適
な
ト
イ
レ
の
設
置
に
努
め

Ｑ　

 

保
護
者
、
地
域
の
反
応
は
ど
う
か
。
理
解
は

得
ら
れ
た
の
か
。

Ａ　

 

説
明
会
で
新
設
園
の
計
画
と
市
の
対
応
に
つ

い
て
質
疑
応
答
を
行
っ
た
が
、
新
設
園
へ
の

不
安
や
公
立
園
の

閉
園
時
期
に
意
見

が
あ
り
、
今
後
も

丁
寧
な
説
明
が
必

要
と
考
え
る
。

る
た
め
、

今
後
ト
イ

レ
カ
ー
な

ど
の
研
究

を
し
て
い

く
。

個室トイレが完備されたトレーラー型
避難所 （写真提供 ：北良株式会社）
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

12 月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時から開催予定です。中学生以上であれ

ば誰でも傍聴できます。委員会を傍聴する場合は、議会事

務局で受付をお願いします。

初日

常 任 委 員 会 一　般　質　問

最終日

　より良い紙面づくり、また、今後の

議会活動の参考とするため、皆様のご

意見・ご感想を募集しています。

ご
意
見
・
ご
感
想

は
こ
ち
ら
か
ら
↓

　取材当日、運営する「ＮＰＯ法人 あすの黒岩を築く会」の担当理事 小
こ だ し ま

田島 

光
みつやす

安さんが迎えてくれた。親水公園お滝 さん向かい、くろいわ産地直売所は、

黒岩自治振興会（昆
こん

 美
み ち お

知男会長）からの補助金もあり今年３月３１日、旧産直の

向かいに移転オープンした。売り場面積を２倍に拡大し、お客様の要望に応え商

品を取りそろえたところ、人の出入りが増え、売り上げも１．５倍アップし、新た

な拠点としての地域活性化につながっている。芋の子の最盛期には東京で行われ

る「ふるさと会」に７５㎏を送る他、黒岩の特産品を全国にお届けしている。

　くろいわ産地直売所では地域ステーションの役割も果たしている。コミュニ

ティバス「おにまる号」の運行に合わせ自宅までの送迎を行っている他、月に１回、

地域の高齢者の憩いの場「お茶っこ会」を開催している。さらに、会に合わせて

１０月からはモバイルクリニックが立ち寄ってくれることになり、地域と医療の

架け橋としての期待が寄せられている。現代の社会を築いてきた高齢者に優しい、

地域を支え暮らしを見守る産直が、そこにはあった。これからますます高齢化が

深刻化していくが、それに目を伏せてはいけない。（梅）

くろいわ産地直売所
あすの黒岩を築く会（菅

す が わ ら

原 敬
た か お

夫理事長）

一般質問

ちょっとブレイク！ VOL.2

広
報
委
員
会

 

委
員
長

　

梅
木　
　

忍

 

副
委
員
長

　

熊
谷　

浩
紀

 

委　

員

　

藤
原　
　

慶

　

白
鳥　

顕
志

　

田
島　

清
美

　

原　
　

利
光

　

齊
藤　

金
浩

　

佐
藤　

惠
子

軽装執務の試行を行っています

　北上市議会では、軽装（ノーネクタイなど）執務の試行を

令和７年３月31日までの期間で行っています。ご理解とご協

力をお願いいたします。

　多くの市民の皆さまに議会の情報をお届けす

るため、北上市議会公式ＳＮＳの運用を開始し

ました。フォローなどをお願いします！

Facebook Instagram Threads X(旧Twitter)

議会公式ＳＮＳを始めました！

-議会だより編集作業 -

広報委員会での作業風景をご紹介♪


